（申立書記載例）

	解放実施申立書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○○年○月○日
東京地方裁判所執行官　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　債権者代理人弁護士　甲　野　太　郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当事者の表示

　　○○国○○州○○市○○　○○－○○
　　　債権者　　Ａ（○○○〇年〇月〇日生）
〒000－0000　東京都○○区○○　○－○－○○　○○法律事務所
　　　電話　　０３（○○○○）○○○○
　　　ＦＡＸ　０３（○○○○）○○○○
　　　債権者代理人弁護士　甲　野　太　郎
　債権者代理人の出頭の下での執行を認める決定の有無　なし
　（注）あるときは，その旨並びに以下のように出頭代理人の氏名，住所及び生年月日を記載し，決定の謄本を提出する。
出頭代理人（上記決定により債権者に代わって出頭する代理人）

東京都〇〇区〇〇　〇〇－〇〇
　　　　　　Ｂ（〇〇〇〇年〇月〇日生）
〒000－0000　東京都○○区○○　○－○－○○
　　　債務者　　Ｃ
返還実施者の表示

　　上記債権者と同じ（○○○○年○月○日生）

　　（注）返還実施者が債権者と異なる場合，以下を記載する。
日本国内における居所及び連絡先

　　　〒000－0000　東京都○○区○○　○－○－○○　○○　ホテル

　　　電話　　０３（○○○○）○○○○

　　　メールアドレス　aaaa-bbb@courts.jp

　　　　　　　　　　　（子との関係：　　　　　　　　　　　　　　　）
子の表示

　　東京都○○区○○　○－○－○○
　　　　　　　　Ｄ（〇〇〇○年○月○日生，女）　
解放実施を行うべき場所（複数可）

東京都○○区○○　○－○－○○　債務者Ｃ宅
東京都○○区○○　○－○－○○　債務者Ｃの両親宅

　第三者の占有する場所での執行の許可の有無　なし
　（注）あるときは，その旨を記載し，許可を受けたことを証する文書を提出する。

（注）債務者の住居その他債務者の占有する場所以外の場所において解放実施を求めるときは，その場所を占有する者の氏名又は名称及びその場所において解放実施を行うことを相当とする理由（その占有者の同意が得られる見込みの有無を含む。）を記載する。また，その理由を裏付ける資料を提出する。
　解放実施を希望する期間　令和○○年○月○日から同年○月○日までの間
　
　執行官室に対する事前連絡の有無　あり

　中央当局に対する連絡の有無　あり

　中央当局の担当者の氏名　乙野花子
添付書類

　　１　子の返還の代替執行の決定（授権決定）正本
　　２　委任状
３　子のパスポート（写し）

　　４　債務者及び子の写真○枚
　　５　債務者及び子の生活状況に関する報告書
６　子の返還を命ずる終局決定（写し）
７　審問調書（○通）
８　陳述書（○通）

９　調査報告書
10　債務者宅の周辺地図
11　第三者の占有する場所での執行の許可を受けたことを証する文書
12　債権者代理人の出頭の下での執行を認める決定謄本
以　上　
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